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低温大気圧プラズマの医療・農業応用研究[1-3]か

ら，プラズマとそれにより誘導される種々の効果・生

物応答との因果が示されている．その起因として，近

年ではプラズマによるタンパク修飾・機能化，有機酸

合成[4, 5]，アミノ酸改質[6-8]といった現象に焦点が当

てられている．この短時間且つ微量に生成される誘導

体には，効果を介在する重要分子が含まれる可能性が

あり，誘導体の前駆体と，その生成に関与するプラズ

マ由来活性種群の制御因子の重要性が高まっている． 

低温大気圧プラズマは，電子を介して常温で安定な物質を前述の活性種群に変換する活性化エ

ネルギーを与える．プラズマに印加される電界𝐸の制御により，電子から各分子に引き渡されるエ
ネルギー割合を変えられるため，熱による反応場と異なり，分子ごとに異なる反応活性化を実現

できる可能性を有する．このプラズマによる反応活性化過程を経た後，常温大気圧下では生成さ

れなかった比較的安定で輸送可能な活性種群を形成する．一般的に母ガス組成や外部ガス混合に

よる元素組成の制御による活性種群の制御が行われている一方，温度𝑇や比エンタルピー入力ℎも
形成された活性種群の相互反応を決定する重要な制御パラメータである． 

このようなプラズマおよびそれら活性種群を生物に対する刺激として利用する際，必然的に気

液界面を介することが多い．この気液境界への活性種群の輸送は，それらが保有するエンタルピ

ーを再集約するため新たな反応場として期待でき，新たに液中活性種群を形成する．溶解度・吸

着性の違いや供給物質レート𝑚，さらに反応物に対する誘起効果𝐼の違い等を利用することで，主
要な反応次数や修飾反応の選択制を持つ前駆体の生成と制御が期待される．講演ではこれらプラ

ズマ由来の活性種群の制御を中心に議論する． 
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図１：プラズマ生成前駆体の制御因子．

第80回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2019 北海道大学 札幌キャンパス)19p-B32-2 

© 2019年 応用物理学会 100000001-123 T11


